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⑦ ⑥ ベース板：この板の上に①～⑤を配置、固定していく。
　音が響くように穴をあける。
⑦ 共鳴箱：箱状のものならなんでもよい。
    本格的に木で四角い箱を作ってもいいが、今回は　　　
　空き缶を使う

① キー：ピアノ線や竹など。太めの針金を
　叩いて平らにして使うことも多いが、　
　今回はヘアピンを伸ばして使う。
② キー支え(前)：鉄の棒。木でもよいが　
　鉄の方がよく鳴る。細い針金で固定　　
　する。
③ キー押え材：今回は木を使うが、　　　
　キーを押えられる丈夫なものならなんで
　もよい。
④ キー支え(後)：竹でも木でも鉄でも　　
　なんでもよい。今回は竹串を切って　　
　使用。
⑤ 木ネジ：キー押え材を固定するのに　　
　使用。キー押え材が鉄の棒の時はかわり
　に細い針金で固定するとよい。

※ ベース板の穴加工について

木ネジの下穴（2か所）
木ネジを使う場合、先に下穴をあ
けておかないと板が割れてしまう
ことがある。

キー支え（前）の金属の棒を　　
固定する針金を通す穴　　
左右に必要（4か所）

音を響かせるための穴

手順 １　～　キー支え（前）（後）を取り付ける

手順  ２　～　キーを取り付ける

手順  3　～　ベース板を空き缶にとりつける

竹を接着剤で固定

細い針金 細い針金を穴に通し　　　　
そこに金属の棒を入れる

ベース板の裏で針金をねじって 
金属の棒を固定する

ここの間隔はキー押さえの大きさや、　　　  
キーの大きさ・かたさによって調節する
キーがかたい時には広めにとるとよい

キーがさし込めるくらいの    
すき間をあけておく キーをさし込む

キーが動かなくなるまで　　
しっかりと木ねじを締める

裏側の木ねじの
飛び出しに注意
する

・　ベース板の空き缶への取り付けは、セロハンテープでもいいし、接着剤でもなんでもいい。
　　ただし、ガタガタしないように  しっかりとりつけないと、いい音が出ない。
・　手順２と手順３は順序が逆になってもかまわない。

出来上がったカリンバをテーブルや大きな箱にくっつけて弾いてみて、音の大きさの違いを比べて    
みよう！
缶の中にゼムクリップ等の金属を入れると、ビリビリ、とノイズが入ってかっこよくなるぞ。　　　　　
※　キー押え材やキー支えを板に固定する方法や材料は何でも構わない。今回の例にこだわらず、身の回りにあるモノや道具で作れるように

考えて工夫してみよう。

※キーの長さによって音の高さが変わるよ。いろいろためして聞き比べてみよう。

金属の棒
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　　　音が響くように穴をあける。
⑦ 共鳴箱：箱状のものならなんでもよい。
　　　木で四角い箱を作ってもいい。今回は空き缶を使う。

その他 ：今回は、空き缶の中にゼムクリップを入れて、鳴らした時に金属質のノイズが
　　　　出るようにしている。

① キー：ピアノ線、竹など。　　　　　　
今回はヘアピンを使用。
② キー支え(前)：鉄の棒。木でもよいが　
　鉄の方がよく鳴る。細い針金で固定　　
　する。
③ キー押え材：今回は木を使うが、　　　
　キーを押えられる丈夫なものならなんで
　もよい。
④ キー支え(後)：竹でも木でも鉄でも　　
　なんでもよい。今回は竹串を切って　　
　使用。
⑤ 木ネジ：キー押え材を固定するのに　　
使用。キー押え材が鉄の棒の時はかわりに
細い針金で固定するとよい

※ ベース板の穴加工について

木ネジの下穴（2か所）
木ネジを使う場合、先に下穴をあ
けておかないと板が割れてしまう
ことがある。

キー支え（前）の金属の棒を　　
固定する針金を通す穴　　
左右に必要（4か所）

音を響かせるための穴

手順 １　～　キー支え（前）（後）を取り付ける

手順  ２　～　キーを取り付ける

手順  3　～　ベース板を空き缶にとりつける

竹を接着剤で固定

細い針金 細い針金を穴に通し　　　　
そこに金属の棒を入れる

ベース板の裏で針金をねじっ
て金属の棒を固定する

ここの間隔はキー押さえの大きさや、　　　　
キーの大きさ・かたさによって調節する
キーがかたい時には広めにとるとよい

キーがさし込める
くらいのすき間を
あけておく

キーをさし込む キーが動かなくなるまで　　
しっかりと木ねじを締める

裏側の木ねじの
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ベース板の空き缶への取り付けは、セロハンテープでもいいし、接着剤でもなんでもいい。
ただし、ガタガタしないように  しっかりとりつけないと、いい音が出ない。
手順２と手順3は順序が逆になってもかまわない。
出来上がったカリンバをテーブルや大きな箱にくっつけて弾いてみて、音の大きさの違いを比べて    
みよう！

金属の棒

カリンバはアフリカの民族楽器のひとつ。板や箱
の上に並んだ鉄や竹の棒を親指の爪ではじいて
演奏する。作る人によって、箱の形も棒の数も、
音階もまちまちで決まっておらず、正しい形とい
うものはない。つまり、どんな作り方をしてもどん
な材料を使っても間違いではないのだ。
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カリンバはアフリカの民族楽器のひ
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